


























































〔駒沢女子大学 研究紀要 第14号 ｐ.83～90 2007〕
PC/HD互換2K上映システムの開発
小 林 憲 夫










































































































































































































型 番 メーカー 画面サイズ PC入力端子 最大解像度
KDL-52W5000 SONY 52インチ DVI  SXGA
 
LC-65RX1W  SHARP 65インチ DVI  SXGA
 
TH-65PZ750SK Panasonic 65インチ RGB  SXGA

























































規格 圧縮形式 転送レート 解像度
HDV  Mpeg2-TS 25Mbps 1440×1080i、1280×720P
 
XDCAM  Mpeg2MP＠HL 35Mbps VBR 1920×1080P
 
AVC intra  Mpeg4LongGOP 35Mbps 1920×1080
AVCHD  Mpeg4AVC/H、264 ～24Mbps 1920×1080、1440×1080











メーカー 録画モード 記録モード 再生モード
XR15M 1440×1080 1920×1080
SONY  XSR12M 1440×1080 1440×1080
HG12.9M 1920×1080 1920×1080
Panasonic  HX8.6M 1440×1080 1440×1080
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には従来のように PCベースでなくHD1080ベ
ースに統合するのが最適であるという結論にな
る。そこで映像および PC入力機器としては従
来（教室で使われているという意味）と同様の
システムを設置し、それをすべて1080i/60のア
ナログHD信号にアップコンバートする装置
（メディアコンバータ）でコンポーネント信号に
変換する手法を考案した。一般的な PCの接続
用としては SXGAまでの対応で十分であると
考え、HD信号はアナログ1080であればそれほ
ど高価なコンバータは不要である。HDVPをリ
モート操作する場合は入力切り替え時の同期ず
れは上映映像品質（雰囲気）を損なう恐れがあ
るので、フレームシンクロナイズ機能を備えた
スイッチャとして Roland社のV440HD（下図）
という製品が最適と判断した。もちろんスイッ
チャであるためボタン類は多いが、実際に利用
するスイッチだけをマーキングしておけばワン
マンオペレーション時にもそれほど迷うことは
ないと判断した。
最大の課題は、200m近くあるHDVPまでの
距離の克服である。ここでデータ転送用としか
活用されていない光ケーブルの新しい利用法を
思いついた。これまでの発想とは異なり、光ケ
ーブルをデータ転送用ではなく純粋に信号伝送
用として利用するのである。光ケーブルの映像
信号利用は放送業界ではすでに始まっており、
近い将来はカメラと中継機器、中継機器と送出
機器間はすべて光ケーブ化されると見込まれて
いる。しかし放送用は信頼性を重んじる（転送
ロス0%）ため光ケーブルと雖もかなり太くな
り、見かけ上アナログ同軸線と大きな違いはな
い。今回は最終出力信号であるのでそれほど伝
送ロスに配慮する必要はなく、FOX500という
光コンバータ（光変換・復調モジュール）を採
用することにした（下図）。この光コンバータは
A/D変換（デジタル化）機能を装備しているの
で、アナログ信号をそのまま入出力できる。た
だし信号形式は RGBなので、入力前段にコン
ポーネント/RGB変換をかませた。
本学記念講堂に構築したHDVP（HDプロジ
ェクションシステム）の配線図を最終頁に示す。
メディアコンバータ以降が二系統であるのは、
導入したHDVP（NEC HL16000HD）の2K表
示パネルの特性を生かした1K×2画面表示が可
能である機能を活用するためである。スイッチ
ャを活用して、PC画面と映像を並列で表示さ
せるプレゼンテーションは、将来的な活用領域
として大いに期待が持てるであろう。光コンバ
ータ間の光ケーブルもそれぞれ二系統まで接続
できるので、メイン映像信号に一本、HDVP制
御信号用に一本、サブ映像信号（二画面表示用）
に一本を使い、あと一本を予備として残してあ
る。また費用的な点からこの光コンバータは
1600×1200までの解像度しかサポートしていな
い製品となったので、正確に表現すれば1080信
号はリサンプリングされており2K信号ではな
いが、設置後の投影試験ではHDTVの解像度
は十分に再現できていることが確認された。光
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ファイバーのロスの少なさやシステム全体のシ
ンプルさが良い結果となったようである。なお、
音声に関してはすでに音響室をリニューアル済
みであったので、本システムでは全音声出力を
単にミックスして音響室に送るだけの仕様とし
た。
７．統合システムとしての課題
PCとHDTVとを併用可能なシステムを、現
時点で私は「1080転送」と呼んでいる。それは
PCの信号については、その解像度にかかわら
ず1920×1080の解像度にアップコンバートして
HDTVアナログ信号として表示装置に送り込
んでいるからである。理由としてはHDTVが
解像度的に PCより有利であるからではなく、
1080i（60フィールドインタレース）が現時点と
しての最高の解像度だというだけである。今後
1080p（60フィールドプログレッシブ）が普及し
てきたときには、PC表示との整合性という意
味でももちろんそれを採用するであろう。しか
しアナログコンポーネント（Y、Cb、Cr）接続
による1080解像度を利用している本当の理由は、
すでに述べたように PCからのデジタル信号を
利用できないためである。今回のシステムのよ
うに光コンバータを経由するのが前提となれば
デジタル信号であるハンディは解消されるが、
DVI信号はデジタル故に通常のアップコンバ
ータでは対応できず、映像信号と統合しようと
する場合には PCからのアナログ RGB信号し
か使えない。
一方映像信号側でも今後映像転送システムが
HDに特化してくるにつれ、デジタル記録のま
まの非圧縮伝送であるHD-SDI（Serial Digital
 
Interface）が一般的となると考えられる。幸い
なことにHDVP側はHD-SDI 10ビット４：
４：４にも入力対応可能であり、PCからの高
解像度信号を受け取るための DVIデジタル信
号もHD-SDI変換により統合できる。ただ民生
用機器ではHDTVデジタル伝送の規格として
HDMIが支配的になりつつあることが大きな
問題である。本学のような規模では映像システ
ムとしてHD-SDIやHDCAM を導入するこ
とは困難であり、HD映像記録媒体としても
BDを利用せざるを得ない。現在、次世代 DVD
プレーヤーなどで1080アナログ端子を廃し
HDTV出力をHDMIデジタル出力のみに絞
る方向が高まりつつある。こうした動きに対し、
当面は DAコンバータなどにより1080変換す
るとしても、著作権保護のためにHDCPなど
多くのセキュリティ対策が施されている
HDMIデジタル入出力の取り扱いには大きな
困難が予想されると考えられる。
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駒澤学園記念講堂映像上映システム系統図
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